
 

 

 

弐葉（にいは） 参葉（みつは） ９月に開所しました！ 

 

 

 新規採用職員の紹介 

 
ケアワーカーの廣瀬一則です。 

大学院卒業後、３０年弱エンジニアをしていました。香港

と中国で１１年、台湾で３年の駐在経験があります。５年前

に帰国し、様々な業種の仕事にも携わってきました。これら

の経験を生かし、子どもたちが夢をもてるように手助けをし

ていきたいです。よろしくお願いします。 
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 地域小規模児童養護施設「弐葉（にいは）、参葉（みつは）」について  

今年９月に、双葉学園の２か所目、3 か所目の地域小規模児童養護施設として開所しました。新しい環境にな

ったことで、最初は慣れない生活に慌ただしい毎日でした。最近は、少しずつ子どもたちも職員も慣れてきて、

みんなで一緒に家事をしたり、近所の公園で遊んだりして、笑いの絶えない生活を送ることができています。 

子どもたちは、家事を積極的に手伝ってくれたり、歳上の子どもが歳下の子どもを引っ張ってくれたりして、

職員の目線で見ても、嬉しい変化がたくさん起きています。新しく始まった男子の地域小規模児童養護施設です

が、このまま職員と子どもたちが協力しながら過ごしていきたいと思っています！ 

【施設概要】 

弐葉：小学生４名、高校生１名 

参葉：幼児１名、小学生２名、中学生１名、高校生２名 

 

【分園（弐葉、参葉）の運営方針】 

双葉学園の理念に基づき、全国児童養護施設協議会倫理綱領・施設開設町内会規約等を遵守し、「子どもは地域

において育成される」という観点に立ちながら、積極的に近隣住民との良好な関係を築けるように努めます。清

掃活動などの地域貢献を通して、地域の皆様との交流を深めていきます。 

 

【弐葉、参葉の名前の由来】 

双葉学園の２か所目と 3か所目の地域小規模児童養護施設であることや、１か所目の名前が「壱葉（いちは）」

であることをもとに、壱葉と同じく大字を使い「弐葉（にいは）」と「参葉（みつは）」に決定しました。 

 

 

調理員の高田美香です。 

前職では、保育園の給食作りに従事していました。

その後、念願だった調理師免許を取得しました。双葉

学園で活かせていけたらと思っています。 

子どもたちが美味しいものを食べられるように頑張

ります。 

ケアワーカーの銭花弘明です。 

前職は、読売新聞西部本社に４０年勤めていました。

慣れない仕事ですが、やりがいのある仕事だと思って

います。苦手なにんじんをみんなと一緒に食べられる

ように頑張りますので、よろしくお願いします。 



 

たくさんのご寄付 

みなさまのお心遣いに、感謝いたします。 

光應山 永万寺 様 

餃子の雪松 様 

皆木 翔太 様 

九州納豆組合 様 

観世音寺 様 

藤井 恭子 様 

井上 正 様  九州アイスクリーム協会 様 

一般財団法人ライフフィールド 様 

ecoeat北九州八幡店 様 

一般社団法人ハッシャダイソーシャル 様 

認定 NPO法人ブリッジフォースマイル 様 

ザ・プロアクティブカンパニー（株） 様 

NPO法人プレイグラウンド・オブ・ホープ 様 

コストコホールセール北九州倉庫店 様 

NPO法人パルサポートキッズの会 様 

NPO法人フードバンク北九州ライフアゲイン 様 

九州労働金庫 様 

※ 令和５年４月～令和５年９月までの方々、順不同 

 編集後記 

 今年の夏は猛暑が続きましたが、子どもたちや職員

は元気に過ごしています。９月に、分園の弐葉（にい

は）と参葉（みつは）が開所しました。また、１２月

からは本園の改修工事も始まり、学園の子どもたちの

生活が変化していきます。子どもたちが安心して過ご

せるように、私たち職員は力を尽くしていきます。変

化していく双葉学園を、温かく見守ってください。 

双葉学園 

公式 Facebook 

Instagram 

子どもたちの 

様子を公開中！ 

ホームページを開設しました！ 

双葉学園のことをより多くの皆様に知っていただくために、令和５年４月に

ホームページを開設しました。週に１回程度更新して、双葉学園の取組や子ど

もたちの様子を発信していきます。右のＱＲコードから、ぜひ一度ホームペー

ジにアクセスしてください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 施設行事 地域行事 招待行事 

１０ 

月 

健康診断 

誕生日会 

 七五三写真撮影【サンレー様】 

１１ 

月 

芸能まつり【北養協】 

 

児童館まつり  

１２ 

月 

ドッチボール大会【北養協】 

クリスマス会 

餅つき 

  

１ 

月 

年始食事会 

 

校区どんど焼き 小倉城おしるこ会 

２ 

月 

誕生日会 
 
旅立ちを祝う会 

【一日里親の会】 
 

  

３ 

月 

卒園を祝う会 

里親さんとのお花見会 

ウナギの放流  

 

※ 予定であり、変更の可能性があります。 令 和 ５ 年 度  後 半 の 行 事 予 定 

小倉中央ロータリークラブ様のご支援 

昨年度に引き続き、今年度も小倉中央ロータリークラブの皆様が、たくさんの学園行事にご協力、ご参加

してくださっています。 

野球交流試合や川遊びなどに、会長の梶原様をはじめ、多くの会員の皆様が、いつも子どもたちの思い出

作りに関わってくださっています。子どもたち、職員共に、感謝の気持ちでいっぱいです。 

学園行事以外にも、会員の狩野様には、野球チーム「北九州下関フェニックス」の試合に招待していただ

き、子どもたちは貴重な経験となりました。 

今後とも、ご支援、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

・ ロータリークラブの人たちと戦えてよかった！ 

（小学生） 

・ 気が付いたら夢中になって攻めも守備もしていた。 

（高校生） 

・ 普段は北養協の野球大会のように、対児童チームとの

対決しかなかったので、ロータリークラブの方々と野球

を通じて交流ができたのは、子どもにとってもいい刺激

になったと思います。（職員） 



 

令和５年度前半の双葉学園の様子 

＜地域行事＞ 

 

＜レクレーション(壱葉)＞ 

 

＜招待行事＞ 

 

グラウンドゴルフ 

一日里親や年長者クラブの方とグラウンドゴルフ大会を行い、交流を図りました。

チーム対抗で８ホールを周り、スコアを競い合いました。 

・ コツを掴むのが難しかった。（小学生） 

・ 子どもたちみんなが、地域の方と協力をしてゴールを目指していました。（職員） 

～職員提案制度紹介～ 

今年度より、社会福祉法人「双葉会」の経営に関するアイデアや事務改善、業

務効率化策等を広く職員から求める制度が導入されました。 

この度、当法人で経営している児童養護施設「双葉学園」「双葉学園みのり」

及び「双葉保育園」の３施設より、３２名の職員から４６件の応募があり、５件

の提案が努力賞に輝きました。受賞した職員５名に対しては表彰式を執り行い、

賞状と金一封が贈られました。努力賞となった提案を含めて４２件が採用とな

り、今後、各種委員会活動などを通して実現し、より良い施設運営に努めます。 

園長先生と餃子作り 

みんなで餃子を作ることで、料理の楽しさが分かりました。年上の子どもたちが年下の

子どもたちに、具材の混ぜ方や餃子の包み方を教えていました。 

・ みんなで堀ったたけのことニラを入れて、美味しかった。（幼児） 

・ 餃子を包むのが難しかった。（幼児） ・ ワンタン型の餃子を作った！（中学生） 

 

 

筍狩り 

合馬の筍狩りに行ってきました。 

・ 転びそうになったけど長いたけのこを見つけたよ。（幼児） 

・ 大股で頑張って歩いた。（幼児） 

・ 赤ちゃんたけのこをたくさん見付けたよ。（小学生） 

・ 小さいたけのこでも結構重たかった。（中学生） 

 

北九州市児童養護施設協議会による野球大会、バレー大会 

・ 個人的によいプレーができたと思う！（高校生）・ 応援、頑張ったよ。（幼児） 

・ 来年、試合に出るときは、もっと活躍したい。（小学生） 

・ 暑い中、児童全員、応援もプレーも頑張っていました。 

来年は、もっと上の順位を目指そう！（職員） 

 

＜野球大会、バレー大会＞ 

 

おさゆき夏まつり 

小学生と年長さんが参加しました。初めて

参加する児童が多く、お祭りの雰囲気を楽し

みました。 

・ 地域の方や友達に会うことができて、嬉し

かったよ！（小学生） 

美味しい物を食べて元気を出そう 

宗像市のグローバルアリーナで開催された、博多食文化の会様主催の食事会

にご招待いただきました。博多食文化の会様は、料理人の地位向上や食を通し

た社会貢献活動に取り組まれています。 

・ 子どもたちが「美味しい」と言いながら、たくさんの料理を笑顔で食べてい

た。お腹いっぱいになったころミニコンサートが始まり、一緒に歌ったり手

拍子したりして、楽しい時間を過ごすことができました。（職員） 


